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な情報処理をしていることが明らかになりつつある o このモデルは，単純な神経団路が， このような比較的複雑な情
報処理を行うことができることを示している D


























文では，そのうちの 2 種類の単純型細胞の神経団路モデルを提唱している O その一つは，抑制性の周辺領域をもっ単
純型細胞のモデルである。このモデルでは， 4 層から 2/3層， 5 層， 6 層を経て 4 層に戻ってくるフィードパック回





このモデルでは， このような反応特性が， 4 層から 2/3層を経て 4 層に戻ってくるフィードパック回路と， 2/3層に
存在する細胞間の長距離水平結合とによって形成されていると考えている。
ところで，第 1 次視覚野の細胞の方位選択性は，細胞相互間の協調と競合関係によって形成されるという説が有力
で，皮質地図の形成をそのような考えに基づいて説明しようとするモデルがこれまでにも数多く報告されている o こ
のようなモデルの考え方は，皮質地図の形成を説明するのみならず，応用数学の分野にも貢献することができる。す
なわち，入力頻度に依存して皮質地図が拡大する性質を利用すると，平均誤差の意味で精度よく関数近似ができるこ
とが知られている。本論文では，入力頻度だけでなく，近似すべき関数の微分にも応じて，中間層の神経場の拡大縮
小を行わせるようにすることによって，関数近似の精度をさらに上げられることを示した。
以上のように本論文は，第 l 次視覚野の神経団路の解明と，その考え方に基づく新しい応用数学の実現に寄与する
ものであり，博士(理学)の学位論文として価値あるものと認めるo
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